
古

代

紀

伊

富

日

高

郡

の

条

皇

と

郡

家

中

野

栄

h

(

l

)

 

古
代
に
お
け
る
紀
伊
国
の
条
里
遺
構
の
研
究
は
、
戦
前
‘
米
倉
二
郎
氏
の
概

観
が
あ
り
、
戦
後
ば
航
空
写
真
に
よ
る
地
割
の
検
出
に
よ
っ
て
、
紀
の
川
峠
山
山
城

(
2
)
】

.

の
復
原
研
究
が
進
捗
し
た
。
し
か
し
、
一
向
紀
ご
一
都
の
よ
り
正
夜
左
条
塁
復
原
が

ま
た
れ
る
現
状
で
あ
る
c

そ
の
う
ち
で
も
比
較
的
、
広
い
平
田
町
~
を
占
め
る
呂
志

川
島
除
部
川
流
域
に
つ
い
て
、
条
史
の
復
原
と
、
古
代
の
在
家
法
に
つ
い
て
考

態
T
t
し+~。

白
一
日
間
の
郡
名
は
、
八
世
紀
に
「
飯
広
」

(
3
)
、

「u
氷
一
品
評
」
、

一
O
世
紀
の
和
名
抄

に
「
白
古
田
(
比
太
可
)
」
と
あ
る
ε

-

ら

危

な

(
4
)

郡
の
境
域
は
、
日
一
品
川
と
除
部
川
流
域
で
、
由
良
・
衣
一
気
J
V
一
除
い
た
現
日
高

た

b
rり

筑
波
に
あ
た
り
、
和
名
抄
記
献
の
ム
ハ
町
時
い
か
存
在
し
た
c

う
ち
財
郷
ー
一
口
、
天
平
宝

字
六
(
七
六

)
年
。
立
校
京
木
前
向
寸
人
書
に
「
臼
広
都
財
別
府
知
」
と
初
見
さ
れ
る
。

郡
の
支
配
は
、

延
隔
山
田
(
七
八
五
)
年
「
紀
ノ
直
言
口
比
者
紀
伊
国
巳
J
u
m

郡
別
室

「

5

)

&

r

凶
町

裕
一
ノ
家
/
口
氏
ノ
公
也
」
と
あ
り
、
紀
伊
で
は
辺
境
に
あ
杓
，
引
の
騒
が
置
か
れ
た
c

墨
守

t
a
r
-
E
h

石
品
川
水
八
幡
ん
Y
占
領
億
一
応
・
切
自
在

岳
、
が
て
平
安
期
に
は
、

大
徳
寺
領
芯
中
市
J

庄
、

の
ほ
か
日
高
・
印
南
・
川
上
・
止
阿
部
庄
が
成
立
す
る
。

一
、
日
高
川
流
域
の
条
皇
制
ω一
泊
割

、仏
i口

4 
』



都
内
で
も
最
大
規
模
の
祭
塁
型
地
叡
を
も
っ
臼
荏
川
下
旅
の
三
角
州

E
に
勺

い
て
検
討
し
た
。
条
豆
地
叡
小
検
出
H
H

、
む
一
応
町
作
安
の
二
、
五
一
υ

(
分
ノ
一

お
よ
び
御
坊
市
作
製
の
三
、

O
F
U
F十
分
ノ
一
一
地
図
と
地
籍
図
上
の
小
字
名
を
検

ま
た
俗
称
地
名
の
聴
取
調
査
を
行
な
っ
た
。

ま
ず
条
理
型
地
割
小
一
号
布
は
、
図
ー
の
よ
う
に
肝
陪
方
位
か
ら
日
高
川
北
岸

K
A
-
B
の
二
条
皐
区
、
南
山
存

K
小
規
模
な
C
条
里
区
を
想
定
し
た
。

A
:
御
坊
条
里
区
位
、

N
一
五
度

wmu併
陪
方
位
で
、
日
一
品
川
下
流
平
野
の

討
し
、

北
部
、

日
高
町
東
光
寺
の
一
扇
状
地
か
ら
日
高
川
河
口
へ
の
傾
斜
面
の
方
向
に
そ

司
て
地
割
が
な
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
南
北
四

O
町
、
東
西
二
三
町
の
約
四
三

O
町
歩
の
条
皇
面
積
の
遺
存
が
確
認
さ
れ
る
。
数
詞
坪
名
は
、
函
l

k
記
し
た

よ
う
に
国
鉄
紀
伊
内
原
駅
の
南

κ、
通
称
一
ノ
坪
・
ニ
ノ
坪
の
一
町
方
格
が
あ

り
、
北
裏
の
東
方
に
六
ノ
坪
、
七
〈
シ
チ
ヤ
坪
)
・
八
ケ
坪
(
南
北
二
町
に
あ

た
る
)
、
西
宮
安

K
四
ノ
坪
、
そ
の
西
方
に
二
七
(
ヒ
ケ
坪
で
七
日
け
の
転
)
が

存
在
す
る
。
こ
れ
ら
を
手
掛
り
に
条
(
図
)
里
界
線
を
図
の
よ
号
に
想
定
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
周
辺
の
山
費
を
基
準
に
条
豆
地
劃
が
計
商
実
施
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
坪
呼
称
は
、
東
南
隅
K
始
ま
る
連
続
式
と
左
・
9
紀
ノ
川
下
流
域

と
同
僚
と
考
え
ら
れ
る
。

8
:
錆
巻
条
里
区
は
、
道
成
寺
縁
起
に
で
る
そ
の
名
も
鐙
巻
に

N
二
二
度
W

の
方
位
を
も
っ
一
七
町
の
小
規
模
条
患
が
あ
る
。

日
高
川
に
傾
斜
す
る
地
形
に

そ
い
肝
陪
方
位
が

A
条
里
区
と
は
七
度
異
な
る
条
里
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
し
か
し

国
鉄
紀
勢
本
線
の
+
聞
に
、
小
字
一
ノ
坪
が
あ
り
、
こ
れ
を
西
方
に
延
長
す
る
と

A
条
里
区
と
六
町
間
隔
を
お
い
て
連
続
し
て
い
る
た
め
、

A
-
B
条
塁
区
は
肝

間
方
向
に
若
干
の
相
違
は
ふ
っ
て
も
連
続
き
せ
た
条
里
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。

L 
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つ
ぎ
に
日
古
河
川
南
岩
氾
濫
原
に
あ
る
野
口
集
落
は
、

新
し
レ
耕
地
地
引
が
施
行

き
れ
て
い
る
が
、
明
治
初
年
。
続
坊
比
一
宗
一
問
所
蔵
心
竺
一
間
一
回
目
で
は
、
復
作
一
一
け
干

野
口
の
小
字
井
切
・
野
尻
・
大
谷
口
に
、
わ
ず
十
な
が
ら
条
里
型
地
問
訟
が
存
在

し

C
野
口
条
里
区
と
し
た
。
こ
れ
が

A
-
B
t
k
里
区
と
の
関
連
川
区
は
不
詳
で
あ

。
る
以
上
の
三
条
患
区
の
条
盟
呼
称
は
、
文
献
資
料
を
か
き
不
明
で
み
φ

る。

勺
ぎ
に
一
町
方
格
内
の
地
割
裂
を
み
る
と
、

A
お
よ
び
B
M
1
1

単
一
一
巳
は
、

、
u
p
g
J

L
V
 

れ
も
図
2
の
よ
う
に
長
地
型
地
割
を
基
謁
と
し
、
半
T

折
別
一
や
変
れ
か
↑
を
ふ
く
む
も

の
が
多
い
。
長
地
裂
は
、
紀
伊
で
は
紀
ノ
川
流
域
、
な
か
で

t
下
流
域
の
氾
月
ト
石

原
に
卓
越
す
る
。
ま
た
一
町
方
格
の
坪
は
、
一
辺
一

O
九
メ
ー
ト
ル
の
一
般
的

条
里
で
、
そ
れ
よ

h
J
長
短
の
あ
る
坪
は
み
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

い
ず
れ
に
ぜ
よ
、
こ
れ
ら
の
条
皐
分
布
の
歴
史
的
背
景
を
左
す
抗
生
時
代
以

降
の
遺
跡
は
、
図
1
の
イ

1
ホ
の
遺
跡
、
ま
た
周
辺
山
地
に
み
ら
れ
る
へ

i
リ

を
代
表
と
す
る
古
墳
鮮
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
条
里
面
の
旧
河
道
と
低
湿
地
の
条
塁

日
高
川
は
、
紀
伊
で
も
代
表
的
な
災
害
河
川
で
あ
る
の
そ
の
た
め
す
で
に
湾

「

6
)

道
の
変
遷
に
つ
い
て
も
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
が
、

n
h
k
m
よ
型
地
む
に
も
山
一
川
送
の
痕

跡
か
」
残
し
て
い
る
。

条
里
地
割
施
行
地
の
地
形
は
、

海
抜
ニ
ー
一

O
メ

i
ト
ん
の
た
わ
、

日
高
川

の
乱
流
は
平
野
一
面
に
ち
け
る
。

い

つ

食

で

し

た

図
示
し
た
。

ωす
河
川
と
∞
下
川
北
方
と
同
下
川
の
三
流
路
い
か
条
堅
施
行
後
の
乱

い
ま
杭
全
写
真
を
基
礎
に
臼
ー
に
出
向
追
を

流
で

幅
一

C
0
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。

h
h
J
加
で
い
川

J
Cね
じ
れ
る
勺
ピ
反
南

方
の
侶
流
路
に
つ
い
て
は
、

山
世
仁
一
(
一
二
(

」

ん

川

ム

法
引
い
t
m
引
医
院
日
I
H似
合
ナ

(

n

t

)

 

厚
長
民
生
内
一
と
あ

一
ど
に
「
小
企
一
一
泊
J
Z
ι

宿
(
中
間
以
町
)
此
vphv

所
。
不
J
寸

J

はん」山正古
F

t
J

、
小
一
一
松
~utJ
一
草
、
乏
の
ま
J
J
j
r
p

怖
を
な
み
一
雪
山
川
院
で
'
S
J

仁
町
民
の
が
寸
A
f
k

糸川口

J

~

わ
れ
乙
F

a
F』

&nrη

し
か
し
川
・
的
の
流
路
間
に
あ
る
財
部
町
山
口
タ
生
か
rhv

古
前
h
E
r

代
に
か
け
て

(
呂
)
‘

の
遣
問
一
て
、

ま
た
安
定
し
た
条
田
町
一
型
地
訟
の
展
開
地
域
で
あ

ζ
。

一
方
、

北
よ
り
そ
そ
ぐ
市
川
は
、

h

ド
ム
十

Jγ
ん

{JA
『刊
I
J

ゐ、

仁
士

e
l一
-
R
L

つ
ま
h
ノ
一
周
牧
地
よ

VHJι
痘

問
、
に
流
下
寸
ノ
る
す
hpu?
に
旧
日
川
選
が
み
ら
れ
る
も
の
の
そ
の

pummι
狭
/
、
、
十
ヘ
タ
C

た

立
流
は
み
ら
れ
な
い
c

山
ノ
ぎ
【
?
に
日
一
品
川
河
口
部
内
低
湿
地
に
つ
い
て
倹
討
す
る
。

A
条
町
ザ
一
区
の
丙
南
部
を
'
占
め
る
美
浜
町
利
回
り
、
煙
掛
制
ケ
五
円
の
砂
鮮
が
内
川

zb

併

を
せ
き
と
め
た
パ
ッ
ク
マ

1

シ
ュ
で
あ
る
。
通
称
「
和
也
の
不
毛
」
と
レ
l
F

れ

(
9
J
 

る
。
と
の
低
湿
地
の
条
豆
施
行
が
、
米
倉
民
什
日
条
皇
界
線
を
全
体
に
廷
臣
一
八
し
、

へ
刊
)
・

三
一
夜
氏
灯
、
低
湿
地
形
で
手
早
施
行
が
で
き
一
な
か
っ
た
か
、
叶
内
川
の
氾
帽
を
に
よ

る
条
堅
函
の
埋
没
、
あ
る
い
は
沈
水
今
一
想
定
さ
れ
、
村
民
変
化
か
ら
百
十
似
一

十 2?r←

(
一
七
二
六
)
」
平
に
約
一
六
ぺ
町
一
歩
か
-
算
し
、
こ
の
叫
す
で
に
降
化
し
つ
う
あ

円
た
も
の
と
鮫
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、

徴
的J
形
苧
一
二
一

/
U
C
O
分
ノ
一
一
地
図
に
よ
っ
て
地
割
を
再
検
討
し
た
。

そ
の
綜
果
、

手
浜
町
初
日
集
落
の
北
方
、
小
{
子
「
丁
之
同
庁
一
か
子
中
心
に
、

町

方
格
の
南
北
線
が

A
条
里
区
の
門
何
回
と
ほ
ぼ
十
政
?
る
抽
出
一
割
が
図
ー
の
よ
円
に

み
ら
れ
、
丁
之
汗
に
近
町
長
す
る
小
字
大
西
・
市
川
和
)
・
沼
町
・
後
凶
に
わ
た

h

一

町
内
の
地
割
が
毘

2

の
よ
う
に
南
北
ま
た
は
東
西
の
ロ
災
地
裂
を
主
体
と
し
て
い

己々。
さ
て
こ
の
れ
一
近
の
h

令
弔
問
旭
町
色
の
今
布
筑
間
口
、
自
ー
の
海
技
一

-
f
v
k
J
↑

-
九
メ

1

1

N

の
部
介
で
あ
る
亡
そ
し
て
じ
・
九
メ
i

ト
ん
の
写
古
同
線
(
依
綜



で
記
入
)
よ
丹

C
・
三
メ
ー
ト
ル
に
か
け
て
に
ん
J

竺

-
F
F
C
た
名
の
よ
う
に
最

も
伝
湿
で
、
古
川
に
こ
の
仲
口
地
に
部
入
し
、
常
肝
町
一
肘
貯
水
し
た
と
表
え
p

勺
れ
る
。

も
し
一
メ
ー
ト
ル
の
海
進
を
仮
定
し
た
場
合
、

一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
は
塩

入
常
荒
田
で
あ
り
ラ
グ
!
ン
化
し
、

一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
安
定
し
た
部
分
も
洪

水
昨
吋
の
漠
一
水
地
域
と
な
る
も
の
の
条
聖
地
割
は
い
ま
に
精
製
さ
れ
た
も
の
と
解

き
れ
る
。
日
高
郡
付
近
の
海
面
上
昇
が
丸
木
里
施
行
後
、
約
一
メ
ー
ト
ル
程
度
で

(
け
品

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
P

ば

」
の
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
。

一
、
白
高
郡
家
の
位
置
比
定

古
代
の
紀
伊
に
お
け
る
郡
家
の
位
置
比
定
は
来
見
で
あ
る
。

郡
家
を
日
一
品
川
北
母
、
現
御
坊
市
街
の
北
に
片
仮
す
る
御
坊
市
財
部
小
字
「
西
郡
」

(
に
し
ご
お
り
)
の
池
と
想
定
し
た
い
。
こ
こ
は
海
抜
三
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る

古
代
の
階
部
郷
で
、
条
里
の
卓
越
地
域
一
で
あ
る
c

い
ま
日
吉
岡
郡
の

白
一
品
郡
家
の
地
」
を
、
民

g
の
よ
久
に
十
四
都
を
中
心
と
し
、

A
-
B
・
C
-
D

ま
た
は
ど
が
D
Nし

V
点
を
つ
p

り
た
る
万
六
町
ま
た
は
八
町
域
と
仮
定
し
た
ε

そ
れ

げ
は
次
の
理
由
が
1
4
え
ら
れ
る
。

ω小
{
子
商
都
は
、
郡
白
夜
-
K
関
連
す
る
地
名
で
あ
る
。

加
小
{
子
高
郡
の
西
に
接
す
る
小
{
一
ナ
「
北
笠
井
一
戸
・
十
問
釜
井
戸
」
は
井
戸
の
地

名
か
ら
郡
街
の
付
属
施
設
を
想
定
さ
せ
る
。

ゆ
小
{
子
西
部
の
南
、
小
{
子
「
{
呂
ノ
前
・
宮
ノ
後
」
は
、
現
物i
坊
市
街
十
四
方
の

ん
い
や
神
社
の
一
花
守
口
で
あ
る
。
社
は
日
高
一
円
の
郷
社
で
格
式
号
¥
祭
神
は
誉

回
別
ム
即
を
主
神
と
し
、
紀
/
道
成
朝
臣
、
と
紀
ノ
由
治
一
の
系
議
会
」
も
ち
、
忠
一
人
は

(
口
)
'

「
一
花
宮
」
・
「
一
花
八
略
」
と
伝
え
て
い
る
と

ω国
府
と
同
様
に
四
隅
に
神
社
を
配
し
た
場
合
、
西
都
を
中
心
げ
札
方
六
町
域

一一小字界

-河川1.議

一道路

A-D 
l 郡家想定域A -D 

1
6
ヲ
』
司
J

n

u
マ

v
b
戸

b
『

I

小竹神社社

1長田彦神社
春日社社

北無菜

i有無菜
河原田
伊勢田
下;1!;高涼
後ノ本

堂前

イ
ロ
ハ

臼葛君f/~域の想定回

24-
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の
一
荷
需
隅
に
「
宮
垣
内
」
の
浄
福
寺
の
十
四
が
呑

H
社
社
で
い
ま
は
宅
担
で
あ
ご
や
」

君

、

A

7

z

。

ま
た
北
西
の
「
青
津
呂
」
に
は
猿
田
浮
い
衿
社
が
現
存
寸
ノ
る
c

再
来
に
「
紀
小
竹
」

な
る
神
社
名
と
同
一
の
小
字
名
が
あ
り
、
付
近
に
「
荒
毛
」
(
こ
『
J

げ

)

郡

家
な
る
小
字
を
検
出
し
た
。
し
か
し
北
東
隅
の
小
字
「
商
径
一
百
六
」
付
近
に
ば
そ

れ
ら
し
き
も
の
が
な
く
二
町
東
に
「
理
科
」
の
地
名
が
あ
る
。

(
刊
日
)

ω時
代
は
下
る
が
鎌
倉
期
の
建
暦
一
二
一
一
二
二
)
年
の
後
鳥
羽
院
庁
下
文

に
あ
乙
薗
宝
郷
の
四
至
に
「
西
隅
、
回
北
ハ
船
樟
出
井
」
と
あ
り
、
現
在
の
白
井

す
な
わ
ち
斉
津
呂
で
、
者
川
が
西
川
に
流
入
す
る
付
近
に
「
船
津
」
が
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
が
郡
家
の
外
港
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
日

高
川
が
し
ば
し
ば
洪
水
で
水
量
を
増
し
港
浮
と
し
て
は
不
向
で
、
支
流
の
否
川

が
水
運
に
使
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
日
高
郡
家
が
方
六
町
域
つ
ま
り
図

3

の

A
B
C
D
点
を
つ
ら
ね
た
も
の
と

仮
定
し
、
西
川
へ
北
東
よ

n'
流
れ
る
斉
川
が
斉
津
呂
の
部
分
で
直
角
に
岱
る
人

為
的
な
流
路
と
考
え
ら
れ
る
。
斉
津
ロ
ロ
・
安
川
の
地
名
は
郡
家
の
四
一
主
の
{
寸
議

神
と
関
係
が
あ
る
よ
ろ
に
想
わ
れ
る
。
き
て
か
か
る
場
合
、
~
角
川
の
白
日
前
部
を

郡
家
域
の
北
西
隅
と
す
る
と

K
E
C
V
の
方
八
町
域
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
四
間
に
は
樺
冊
目
慨
が
あ
り
郡
家
域
の
境
界
と
な
る
。
こ
の
場
合
条
自
主
界
縁
よ
り

市
へ
一
町
、
北
へ
一
町
ず
れ
る
c

い
ま
は
臼
沼
郡
家
域
を
首
都
合
}
中
心
と
し
た

方
六
町
ま
た
は
八
町
域
と
仮
定
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

な
お
「
凶
郡
」
の
地
は
、
国
道
山
二
号
線
が
そ
の
中
央
部
を
南
北
に
盛
土
し

夜
何
附
の
!
小
{
子
「
野
田
」

て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
郡
街
を
貫
一
二
町
域
と
し
た
場
ム
口
、

と
南
側
の
「
他
」
を
ふ
く
め
た
地
が
と
れ
る
。
微
地
形
か
ら
十
内
部
の
高
の
「
北

釜
井
一
戸
」
と
は
三

C
セ
ン
チ
、
南
側
の
「
伯
」
と
も
よ
一
い
七
ン
チ
志
く
焔
地
で

あ
る
。
こ
こ
が
弥
生
式
土
器
や
司
自
主
国
の
出
土
が
あ
る
。
こ
れ
以
外
は
一
阿
梅
パ

ス
ム
一
一
社
な
ど
国
道
沿
経
八
の
都
市
化
で
盛
土
き
れ
イ

mJJ
一色川

こ
の
「
同
士
甘
い
」

。〉

君E
日家
主主 主年

町ー定
手flhl'地
方二きに
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F
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れ
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r
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什
い
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ま
た
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J

1

r

ド

ノ

r

}

f
L
4
z
h
v
ず
し
寸
前

J

3

4
イ
:
ゃ
立

μ

一
符
紀
伊
内
市
町
一
慰
む
束
、

後
円
什
ハ
の
郡
家
域
の
疑
い
J

も
あ
る
。

こ
こ
は
日
t
p
平
子
一
よ

e'JZみ
心
持
ト
ト
'
品
ん
じ
た
ー
よ

に
あ
る
。
ま
ず
図

1

(
且
む
の
よ
う
に
桝
木
の
北
東
部
に
『
紀
伊
校
風
土
一
記
』
同
献

口
し
こ

f

a

y

-

あ

お

か

の
石
紅
明
神
祉
社
が
あ
る
と
ま
た
中
央
部
北
よ
ち
に
小
せ
プ
後
間
(

b

)

J

ゾ
科
在

し
、
神
社
を
北
東
隅
と
し
た
場
合
、

万
六
町
域
。
四
隅
に
は
ぬ
北
に
十
字
宮
本

(
人
格
社

ι
)
、
西
南
に
小
字
宮
本
(
若
宮
社

d
)
、
南
東
に
#
u
H川
平
、

F

C

」

寸
均
一
部
宇
?
?南部II!流j司xJ.J条y.~~tf~$!J守定~(点、線は 111例違)

~ -んひ叩ー

日4



、

i
l
-
-
h
 

べ
I
s
-
-

γ
1
1
l
t
-
w
i
J
1
E
l
s
i
-
-
-
i
1
J
f
k
/
 

11↓
人

一

-uh

正

幕

忠

一

揖

よ

線

第

4
e
-
U
H
E
陪
宣
RH
一h
a賢
一
車
品
一
-Z

薄

日

韓

託

/

;

苛

再

出

掛

i

-

t

F

・

』

一

回

〆

h
H
t
ギ
回
以
弘
一

J
i
?
?
J
J

一

!
?
1
i
T
L
S
吋

+

l

‘

一

司

ノ

¥、

jr'iLvhziゴ
幹
一
三
一
入
晶
玉
町
一
τ
R
e
f
t
Z
E
?
浅

型

以

映

さ

吾

円

売

せ

E
-
.
宅時

J

包
i
l九
一

竹

本

一

円

一

壁

一

一

三

吟

i

!

ー

一

，

φ

↑

ム

ー

市

i

止

一

F

下

守

一

番

芭

一

a

日

一

日

困

E
E

一

;一号十回「
1
1
r
一UL--iに十
l
i
h
下
ノ
ル
一
-
是
正

4
J一
民
一
よ

γ

一

足

一

i
/

!

?

?

F

+

@

サ

市

一

一

↑

ナ

i
l
}
ー

ナ

一

!

み

宇

一

一

v
ゐ

I
I
l
l

、

A
章
一
芝
草
一

2
7
7
1回
一
鎌
田
一
4

」

諸

国

申

一

ど

f
F
E
l山
一
僻
一
-
下
宿
一
今
成
ザ
段

1
1
1
~

+

1

1

1

、
斗
一
叶
引
干

L

十
1

1

ι

J

↓

i

十ぺ一一

+

F

L

¥

-

一

」

，

界

寸

i
↑1
1
1

「」一
E
P
A
-
n
f
i
J
I一
軍
時
五
三
塁
一
;
一

i
¥

戸
'

町

士一一ツー¥¥、

ザ

恥

《

1
1
f

い
J

一J
ルJ

J

一
大
縄
場

、いしい
l
l

f者

~~ 

JII 

が
あ
る
。
後
世
の
熊
野
街
道
の
交
通
路
に
そ
い
郡
一
家
位
置
と
し
て
も
苔
背
で
き

る
が
、
手
、
地
跨
苓
一
で
は
古
代
の
考
古
子
的
造
物
中
、
地
名
な
ど
に
そ
れ
以
上
の
か
咋

在
性
は
つ
か
め
ず
「
西
郡
」
に
比
し
郡
家
想
定
の
資
料
に
乏
し
い
。

目
、
南
部
川
お
よ
び
印
南
川
・
切
白
川
流
域
の
条
理

み
な
h
ペ

+
阿
部
川
流
域
の
冬
山
里
は
、
数
詞
叩
け
名
は
か
く
が
竪
ι
刊
し
と
し
た
条
里
型
地
割
引
が

残
存
し
て
い
る
。

和
名
抄
の
南
部
町
却
に
比
定
で
き
る
冬
山
田
工
区
で
あ
る
。

染
問
立
方
向
は
図

4
の
よ
号

W

N
ご一

C
町
民
を
と
り
、
南
部
川
と
平
行
し
荷
部

平
野
の
輪
郭
と
傾
斜
に
ム
口
宍
し
た
条
里
を
施
行
し
て
い
る
。
条
豆
地
割
の
荷
乱

は
図

4
の
よ
う
に
南
部
川
上
流
の
一
間
五
庄
で
設
内
向
し
、
間
部
川
官
官
一
去
の
自
然
堤

防
に
そ
う
も
の
と
、

平
野
東
方
ιr
二
m
何
十
「
ナ
る
古
川
ぞ
い
に
み
ム
J

れ
る
。
者
部
川

(依線(;t町村界)

図 6

下
流
に
は
条
里
現
地
割
は
検
出
で
き
子
、

小
字
名
も
「
浜
通
り
・
松
原
」
な
ど
で

つ
ぎ
に
坪
名
を
検
し
た
が
、
図

あ
る
。

回 5

5
の
よ
ろ
に
南
部
川
村
で
「
森
汗

'Tm

--26~ 

ケ
域
J

・
松
ケ
汗
・
塚
一
一
持
・
町
ケ
坪
・

一
丁
目
・
草
縄
・
持
一
示
・
昌
伸
添
・
大
縄
場
」
、
南
部
町
で
「
町
ケ
坪
・
大
口
汁
・

四
辺
ケ
坪
」
の
菌
有
名
詞
で
、
数
詞
坪
名
が
遺
存
せ
ず
条
毘
界
線
の
畑
茂
原
は
図

訟
で
あ
る
。
か
り
に
条
霊
界
線
が
級
代
の
行
政
界
線
に
院
内
襲
さ
れ
た
と
仮
定
し

た
娯
J
A
u
、
南
部
町
と
南
部
川
村
田
介
を
み
る
と
南
部
川
村
の
世
単
純
・
特
示
の
小
{
子

が
条
霊
界
線
の
角
に
あ
た
る
。
ま
た
南
北
流
す
る
古
川
を
条
里
界
線
に
と
る
と
、

西
へ
六
町
い
っ
た
高
北
の
流
路
、
そ
し
て
西
方
が
高
怒
川
に
あ
た
り
南
部
川
区

ぎ
の
一
小
{
子
大
総
場
が
条
里
の
角
に
あ
た
る
。

町
村
界
(
大
字
界
)
と
古
川
を
と

裂
い
の

る
の
と
で
一
炉
、
丙
一
に
三
町
の
ず
れ
が
あ
り
、
数
詞
一
作
名
の
な
レ
現
在
で
は
判
断
し

条
塁
呼
称
も
古
文
献
な
く
手
掛
り
は
な
い
。

t平
方内
、，;:，
.'1..". 

z「害1
代人ば

Jil 
下
流
-r. 

は

図
2
の
よ
う
に
一
長
地
安
ま
た
は
そ
の
変
型
で
あ
る
。

航
空
写
真
や
地
籍
図
よ
り
み
て
条
毘
」
型
地
割
は



み
と
め
ら
れ
ず
、

小
字
名
か
ら
東
山
石
代
に
「
傍
一
不
一
見
」
、
西
山
右
代
に
「
石
ケ
坪

・
尾
ケ
坪
」
を
検
し
た
が
、
前
者
は
山
地
で
後
ガ
白
は
条
由
工
現
地
割
で
は
な
い
。

つ
ぎ
に
日
高
郡
印
南
町
の
印
南
川
下
流
と
、
そ
の
障
の
切
呂
川
下
流
に
つ
い

て
み
る
。
こ
こ
は
ス
正
五
(
一
九
一
大
)
年
に
完
成
き
れ
た
耕
地
整
回
行
事
業
で

円
V
U
)

新
し
い
品
服
部
に
変
貌
し
て
い
る
。
現
在
の
地
形
図
や
現
地
役
続
の
地
口
紅
屈
は
ず

ベ
て
新
区
顕
で
あ
る
。
幸
い
御
坊
市
の
地
方
法
務
局
所
蔵
の
字
閉
山
国
の
長
一
監
に

明
治
初
年
の
も
の
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
自
己
・

7

の
よ
「
に
荷
干

流
に
わ
ず
か
な
が
ら
条
里
型
地
到
の
存
在
を
知
る
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
肝
陪
方
位
は
不
正
確
で
、
ほ
ぼ
H

十
九
を
き
寸
が
、
い
ず
れ
も
河
川
の

流
路
に
そ
っ
た
地
劃
で
あ
り
、
F
K

次
い
だ
乞
一
ま
た
は
変
主
で
あ
る
。

出
荷
川
下
流
位
大
字
印
+
出
向
小
字
三
代
・
穏
ケ
一
が
の
地
名
を

t
e町一、

ど
の
地
訊
が
、

そ
の
対
岸
の
大
字
島
田
l

小
字
中
ノ
仔
・
初
/

U
け
を
ふ
く
れ

一ヤ一
T

-

e

R
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へ、，
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一eる

一
i
E
e
hか
F

た
主
E

J
ん

十八竺
4
7
h
ノ

丸

小
J

{

一
十
日
↑
灰
白
・
た
お
な
と
、

ハト
t
h
筏
ほ

ま
た
匂
巳
川
下
前
は

十
件
↑
ι
ι
J
q

ノ
る
。
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